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＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関連 

本標準に関連する国際勧告はない。 

 

２．改版の履歴 

 

版  数 制  定  日 改  版  内  容 

第１版 ２０００年３月３１日 制  定 

第２版 ２００２年５月３０日 参照する３ＧＰＰ関連標準の仕様番号体系の

変更、およびＪＴ－Ｑ１９０１制定に伴う改版

 

３．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧になれます。 

 

４．その他 

 

（１）参照している勧告、標準等 

JT-Q730、JT-Q731、JT-Q732、JT-Q733、 
JT-Q735、JT-Q737、JT-Q761、JT-Q762、 
JT-Q763、JT-Q764、JT-Q2761、JT-Q2762、 
JT-Q2763、JT-Q2764、JT-Q1901、 
 
ITU-T Q.734、ITU-T Q.764、 ITU-T Q.765、ITU-T Q.765.5、 
ITU-T Q.1901、ITU-T Q.2630.1、ITU-T Q.2730、ITU-T Q.2735.1、 
ITU-T Q.2761、ITU-T Q.2762、ITU-T Q.2763、ITU-T Q.2764、 
ITU-T Supplement BICC-B-ISUP Signalling Mapping 、 
ITU-T Supplement BICC-AAL2 Signalling Mapping 
 
以下の３GPP 仕様に対応する最新の TTC 標準または仕様 
3GPP TS 23.081、3GPP TS 23.082、3GPP TS 23.083、3GPP TS 23.084、 
3GPP TS 23.085、3GPP TS 23.086、3GPP TS 23.087、3GPP TS 23.088、 
3GPP TS 23.090、3GPP TS 23.091、3GPP TS 23.093、3GPP TS 23.096、 
3GPP TS 23.097 



 

１． 概要 
 

１．１ スコープ 

本標準は、ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網内及び網間における呼関連シグナリングを規定する。 

 

１．２ 参照 

以下のＴＴＣ標準／ＩＴＵ－Ｔ勧告を参照する。 

      ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７３０ 
     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７３１ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７３２ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７３３ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７３５ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７３７ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６１ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６４ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６１ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６２ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６３ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６４ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１９０１ 

     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７３４ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７６４ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７６５ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７６５．５ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１９０１ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２６３０．１ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７３０ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７３５．１ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６１ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６２ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３ 
     ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６４ 
     ＩＴＵ－Ｔ付録ＢＩＣＣ－Ｂ－ＩＳＵＰシグナリングマッピング 
     ＩＴＵ－Ｔ付録ＢＩＣＣ－ＡＡＬ２シグナリングマッピング 
以下の３ＧＰＰ仕様については対応の最新版ＴＴＣ標準／仕様を参照する。 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８１ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８２ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８３ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８４ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８５ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８６ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８７ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８８ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９０ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９１ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９３ 

     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９６ 
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     ３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９７ 

 

１．３ 略語 

 本標準では以下の略号を使用している。 

      ＡＡＬ       ＡＴＭアダプテーションレイヤ 

      ＢＩＣＣ      ベアラインディペンデント呼制御 

      ３ＧＰＰ      第３世代パートナーシッププロジェクト 

 

１．４ 本標準の構造 

本標準は、以下の２つの部分に分けられる。 

・ ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網内インタフェース：ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網内で送受される呼関 

連シグナリングに関して記述されている。本標準で規定される呼関連シグナリングは以下のとおりである。 

（１） ＩＳＤＮユーザ部 
（２） 広帯域ＩＳＤＮユーザ部 

（３） ＢＩＣＣ（Ｂｅａｒｅｒ：ＡＡＬ１） 
（４） ＢＩＣＣ（Ｂｅａｒｅｒ：ＡＡＬ２） 
 
・ ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網と他網間インタフェース：ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網と他網（固定 

網および公衆陸上移動網）との間で送受される呼関連シグナリングに関して記述されている。本標準で規定さ 

れる呼関連シグナリングは以下のとおりである。 

（１） ＩＳＤＮユーザ部 
（２） ＢＩＣＣ（Ｂｅａｒｅｒ：ＡＡＬ２） 

 

 

２． ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網内インタフェース 

２．１ ＩＳＤＮユーザ部 

２．１．１ 基本呼手順 

 基本的なベアラを提供するＩＳＤＮユーザ部プロトコルは、ＪＴ－Ｑ７６１からＪＴ－Ｑ７６４を参照する。 

 

２．１．２ 付加サービス手順 

２．１．２．１ 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）／発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３１を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８１に記述されている。 
 

２．１．２．２ 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）／接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３１を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８１に記述されている。 

 

２．１．２．３ 着信転送（ビジー時着信転送（ＣＦＢ）／無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）／ 

無条件着信転送（ＣＦＵ）／呼毎着信転送（ＣＤ））付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３２を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８２に記述されている。 

 

２．１．２．４ 移動端末着信不可時着信転送（ＣＦＮＲｃ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３２ 節２．１～節２．１０を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８２に記述され 

ている。 

 

２．１．２．５ 保留（ＨＯＬＤ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３３を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８３に記述されている。 
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２．１．２．６ コールウェイティング（ＣＷ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３３を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８３に記述されている。 

 

２．１．２．７ マルチパーティ（ＭＰＴＹ）付加サービス 

 ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７３４を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８４に記述されている。 

 

２．１．２．８ 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３５を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８５に記述されている。 

 

２．１．２．９ 課金情報通知（ＡｏＣ）付加サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８６に記述されている。 

 

２．１．２．１０ ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＳ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３７を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８７に記述されている。 
 

２．１．２．１１ 呼毎規制（ＣＢ）付加サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８８に記述されている。 

 

２．１．２．１２ 非構造付加サービスデータ（ＵＳＳＤ） 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９０に記述されている。 

 

２．１．２．１３ イクシプリシットコールトランスファー（ＥＣＴ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３２を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９１に記述されている。 

 

２．１．２．１４ 話中時再呼出（ＣＣＢＳ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３３を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９３に記述されている。 

 

２．１．２．１５ 名称通知付加サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９６に記述されている。 

 

２．１．２．１６ 複数加入者プロファイル（ＭＳＰ）サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９７に記述されている。 

 

２．２ 広帯域ＩＳＤＮユーザ部 

２．２．１ 基本呼手順 

基本的なベアラを提供する広帯域ＩＳＤＮユーザ部プロトコルは、ＪＴ－Ｑ２７６１からＪＴ－Ｑ２７６４を 
参照する。 

 

２．２．２ 付加サービス手順 

２．２．２．１ 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）／発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービス 

ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７３０を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８１に記述されている。 
 

２．２．２．２ 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）／接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービス 

ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７３０を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８１に記述されている。 
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２．２．２．３ 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス 

ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７３５．１を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８５に記述されている。 

 

２．２．２．４ 課金情報通知（ＡｏＣ）付加サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８６に記述されている。 

 

２．２．２．５ ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＳ）付加サービス 

ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７３０を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８７に記述されている。 

 

２．２．２．６ 呼毎規制（ＣＢ）付加サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８８に記述されている。 

 

２．２．２．７ 非構造付加サービスデータ（ＵＳＳＤ） 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９０に記述されている。 

 

２．２．２．８ 名称通知付加サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９６に記述されている。 

 

２．２．２．９ 複数加入者プロファイル（ＭＳＰ）サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９７に記述されている。 

 

２．３ ＢＩＣＣ（Ｂｅａｒｅｒ：ＡＡＬ１） 

２．３．１ 基本呼手順 

２．３．１．１ 呼制御 

呼制御信号および信号転送コンバータに関しては、ＪＴ－Ｑ１９０１を参照する。 

アプリケーション転送メカニズムに関しては、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７６５、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７６５．５を 

参照する。 

ベアラ制御アダプタに関しては、ＩＴＵ－Ｔ付録ＢＩＣＣ－Ｂ－ＩＳＵＰシグナリングマッピングを参照 

する。 

 

２．３．１．２ ベアラ制御 

ベアラを提供する広帯域ＩＳＤＮユーザ部プロトコルは、ＪＴ－Ｑ２７６１～ＪＴ－Ｑ２７６４および 
ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６１～Ｑ．２７６４を参照する。 

 

２．３．２ 付加サービス手順 

 節２．１．２を参照 

 

２．４ ＢＩＣＣ（Ｂｅａｒｅｒ：ＡＡＬ２） 

２．４．１ 基本呼手順 

２．４．１．１ 呼制御 

呼制御信号および信号転送コンバータに関しては、ＪＴ－Ｑ１９０１を参照する。 

アプリケーション転送メカニズムに関しては、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７６５、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７６５．５を 

参照する。 

ベアラ制御アダプタに関しては、ＩＴＵ－Ｔ付録ＢＩＣＣ－ＡＡＬ２シグナリングマッピングを参照する。 

 

２．４．１．２ ベアラ制御 

 ベアラを提供するＡＡＬ２プロトコルは、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２６３０．１を参照する。 
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２．４．２ 付加サービス手順 

 節２．１．２を参照 

 

３． ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網と他網間インタフェース 

３．１ ＩＳＤＮユーザ部 

３．１．１ 基本呼手順 

基本的なベアラを提供するＩＳＤＮユーザ部プロトコルは、ＪＴ－Ｑ７６１～ＪＴ－Ｑ７６４および 
ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７６４を参照する。ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網と他網の関門交換機は、以下の例外を 

除き、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７６４で規定される国際出接続／国際入接続交換機として動作する。 

 

３．１．１．１ ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網から他網への呼におけるＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網の 

関門交換機 

３．１．１．１．１ アドレスメッセージ（ＩＡＭ） 

（１） 着番号 

着番号パラメータには移動加入者ルーチング番号（ＭＳＲＮ）が設定される場合がある。移動加入者ルーチン 

グ番号（ＭＳＲＮ）が設定される場合には、網内番号表示（ＩＮＮ表示）に“０”が設定される。 

 

（２） ユーザサービス情報 

ＩＳＤＮアクセス表示に“発側のユーザ・網インタフェースがＩＳＤＮ”が設定される場合には、ユーザサー 

ビス情報が必ず設定される。 

 

３．１．１．２ 他網からＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網への呼における他網の関門交換機 

３．１．１．２．１ アドレスメッセージ（ＩＡＭ） 

（１） 着番号 

着番号パラメータには移動加入者ＩＳＤＮ番号（ＭＳＩＳＤＮ）または移動加入者ルーチング番号（ＭＳＲＮ） 

が設定される。移動加入者ルーチング番号が設定される場合には、網内番号表示（ＩＮＮ表示）に“０（網内への 

ルーチング可）”が設定され、移動加入者ＩＳＤＮ番号が設定される場合には、網内番号表示に“１（網内へのル 

ーチング不可）”が設定される。(注) 

 

注）網内番号表示の設定値は、関連する情報をもった交換機で設定され、他網内は透過に中継される。網内番号 

  表示の利用は、オプションである。 

 

３．１．１．３ 他網からＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網への呼におけるＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網の 

関門交換機 

３．１．１．３．１ アドレス完了メッセージ（ＡＣＭ） 

ロケーションレジスタへの問合せや端末のページングによりかなりの遅延が生じる可能性があるため、ＩＭＴ－ 

２０００（３ＧＰＰ）網はタイマＴ７を満了させないための特有な動作を行う必要がある。このため、アドレスメ 

ッセージを受信するとＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網は必ず、アーリーＡＣＭタイマ（５～２０秒）を起動する。 

このタイマは完全に番号を受信した後で起動されるべきである。このタイマが満了した場合には、アドレス完了メ 

ッセージが送信され、ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網において最初の逆方向メッセージに関するタイマが停止さ 

れる。 

ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網の関門交換機が、一旦アドレス完了メッセージを逆方向に送信した場合、それ 

が関門交換機で生成されたアドレス完了メッセージか、他ノードから受信し中継したアドレス完了メッセージかに 

かかわらず、さらにアドレス完了メッセージを送信することはない。ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網でその後に 

受信されたアドレス完了メッセージ内の情報は、呼経過メッセージにマッピングされる。 
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（１）逆方向呼表示 

以下に示す以外は全て“０”が設定される。 

課金表示： 

 ００（表示なし）または 

 ０１（非課金）または 

 １０（課金） 

 

ＩＳＤＮアクセス表示： 

 １（着側のユーザ網インタフェースがＩＳＤＮ） 

エコー制御装置表示： 

 ＪＴ－Ｑ７６４の手順に従って設定される。 

ＩＳＵＰ１リンク表示： 

 １（ＩＳＵＰ１リンクである） 

 

３．１．２ 付加サービス手順 

３．１．２．１ ＩＳＤＮ付加サービス 

ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網と他網間で送受信される番号関連パラメータについては、以下のように番号種 

別表示を設定される。 

 

以下の場合“国内番号（０００００１１）”が設定されなければならない。 

－ 固定網への着信で固定網に割り当てられている番号に関して、送信側と受信側の関門交換機が同一国に設置 

  されている 

－ 移動体への着信でホーム網に在圏している移動体に割り当てられている番号に関して、送信側と受信側の関 

  門交換機が同一国に設置されている 

  

上記以外の場合は“国際番号（００００１００）”が設定されなければならない。 

必要があれば、番号関連パラメータを送信する関門交換機は番号種別表示を書き換える。この場合、番号も番号 

種別表示に従って書き換えられる。 

 

３．１．２．１．１ 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）／発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービス 

以下の例外を除きＪＴ－Ｑ７３１を参照する。 
 
（１）発番号および汎用番号 
 発番号および汎用番号については、３．１．２．１の記述が適用される。 
移動体発信の発信者番号は発番号パラメータにマッピングされる。番号情報識別子に“付加発番号”が設定され 
た汎用番号パラメータをＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網が受信した場合には、汎用番号パラメータは移動体アク 
セス時に廃棄されるかもしれない。ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網は、発番号と付加発番号の網検証識別の一貫 

性はチェックしない。 
 

３．１．２．１．２ 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）／接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）付加サービス 

以下の例外を除きＪＴ－Ｑ７３１を参照する。 
 

（１）接続先番号および汎用番号 
 着番号および汎用番号については、３．１．２．１の記述が適用される。 
移動体着信の接続先番号は接続先番号パラメータにマッピングされる。番号情報識別子に“付加接続先番号”が 
設定された汎用番号パラメータをＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網が受信した場合には、汎用番号パラメータは移 
動体アクセス時に廃棄されるかもしれない。ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網は、接続先番号と付加接続先番号の 

網検証識別の一貫性はチェックしない。 
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３．１．２．１．３ 通信中機器移動（ＴＰ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３３を参照する。（注） 
 
 注）通信中機器移動はＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網では提供されない。 

 

３．１．２．１．４ ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＳ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３７を参照する。（注） 
 
注）移動体アクセス時の呼設定（ＳＥＴＵＰ）メッセージに設定されるユーザ・ユーザ情報パラメータの最大長 
  は３５オクテットに制限される。ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網がアドレスメッセージ内に最大長を超え 

  るユーザ・ユーザ情報要素を受信した場合には、ユーザ・ユーザ情報要素は通知なしに廃棄される。 
 

３．１．２．１．５ 閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３５を参照する。 

 

３．１．２．１．６ サブアドレス（ＳＵＢ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３１を参照する。 

 

３．１．２．１．７ イクシプリシットコールトランスファー（ＥＣＴ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３２を参照する。 

 

３．１．２．１．８ 着信転送（ビジー時着信転送（ＣＦＢ）／無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）／無条件着信 

転送（ＣＦＵ）／呼毎着信転送（ＣＤ））付加サービス 

以下の例外を除きＪＴ－Ｑ７３２を参照する。 

 

 

（１）第一着番号、転送元番号および転送先番号 
 第一着番号、転送元番号および転送先番号については、３．１．２．１の記述が適用される。 

 

３．１．２．１．９ 保留（ＨＯＬＤ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３３を参照する。 

 

３．１．２．１．１０ コールウェイティング（ＣＷ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３３を参照する。 

 

３．１．２．１．１１ 話中時再呼出（ＣＣＢＳ）付加サービス 

ＪＴ－Ｑ７３３を参照する。 

関門移動通信交換局（ＧＭＳＣ）はＣＣＢＳがサポートされていないと判断した場合には、切断メッセージの 

診断情報に“ＣＣＢＳ不可能”を設定する。 

 

３．１．２．２ ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）特有付加サービス 

３．１．２．２．１ 移動端末着信不可時着信転送（ＣＦＮＲｃ）付加サービス 

以下の例外を除きＪＴ－Ｑ７３２ 節２．１～節２．１０を参照する。本サービスは、 
３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８２に記述されている。移動端末着信不可時着信転送により転送された場合、転送理由に 

は移動端末着信不可が設定される。 

 

（１）第一着番号、転送元番号および転送先番号 
 第一着番号、転送元番号および転送先番号については、３．１．２．１の記述が適用される。 
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３．１．２．２．２ マルチパーティ（ＭＰＴＹ）付加サービス 

 ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７３４を参照する。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８４に記述されている。 

 

３．１．２．２．３ 課金情報通知（ＡｏＣ）付加サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８６に記述されている。 

 

３．１．２．２．４ 呼毎規制（ＣＢ）付加サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０８８に記述されている。 

 

３．１．２．２．５ 非構造付加サービスデータ（ＵＳＳＤ） 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９０に記述されている。 

 

３．１．２．２．６ 名称通知付加サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９６に記述されている。 

 

３．１．２．２．７ 複数加入者プロファイル（ＭＳＰ）サービス 

 ＩＳＤＮユーザ部プロトコルに影響なし。本サービスは、３ＧＰＰ ＴＳ ２３．０９７に記述されている。 

 

３．２ ＢＩＣＣ（Ｂｅａｒｅｒ：ＡＡＬ２） 

３．２．１ 基本呼手順 

３．２．１．１ 呼制御 

呼制御信号および信号転送コンバータに関しては、ＪＴ－Ｑ１９０１およびＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１９０１を参照 

する。ＩＭＴ－２０００（３ＧＰＰ）網と他網の関門交換機は、例外を除き、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１９０１で規定 
される国際出接続／国際入接続交換機として動作する。例外については、節３．１．１．１から節３．１．１．３ 

を参照する。 

アプリケーション転送メカニズムに関しては、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７６５、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．７６５．５を参照 

する。 

ベアラ制御アダプタに関しては、ＩＴＵ－Ｔ付録ＢＩＣＣ－ＡＡＬ２シグナリングマッピングを参照する。 

 

３．２．１．２ ベアラ制御 

 ベアラを提供するＡＡＬ２プロトコルは、ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２６３０．１を参照する。 

 

３．２．２ 付加サービス手順 

 節３．１．２を参照する。 
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